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園
芸
教
室
講
師

故
惣
台
宏
仁
先
生
を

東

町

朝
夕

の
風

に
も

そ
ぞ
ろ
秋

の
感
じ
ら
れ
る

季
節

に
な

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

去
る
六
月
の
末
、
先
生
の
突
然

の
ご
訃
報

に
接

し
ま

し
て
か
ら
、
私
共
は
暗
く
悲

し

い

思

い
で
過
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
お

盆
を
迎
え
、
今
更
乍
ら
あ
り
し
日
の
先
生
を

偲
び

つ
ヽ
、
涙
も
新
た

に
懐

し
ん
で
お
り
ま

す
。振

返

っ
て
み
ま
す
と
、

五
十
二
年

に
園
芸

教
室
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
時

は
男
子
数

人
女
子

二
人
の
さ
さ
や
か
な
教
室

で
し
た
が
、

先
生
は
お
忙
し

い
授
業
を
済
ま
さ
れ
、
息

つ

く
間
も
な
く
、
私
共
年
寄
り
の
生
徒

に
も
お

厭

い
な
く
、

い
つ
も
温
か
ぐ

ご
親
切

に
ご
指

導
下
さ

い
ま

し
た
。

そ
の
後
次
第

に
生
徒
も

増
え

て
二
十
数
名
と
も
な
り
、
女
子

の
数
も

ま
た
増
え

て
、
賑
や
か

に
な

っ
て
ま

い
り
ま

し
た
。
教
材
も
、
先
生
が
、
四
季
折

々
の
花

木
を
持
参
さ
れ
、
挿
木
接
木
剪
定
と
、

い
ろ

い
ろ
ご
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
月

一
回
の
勉

強
が
待
た
れ
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
お
正

月
に
は
、
先
生
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
店

頭
の
も

の
よ
り
も
豪
華
な
松
竹
梅
の
寄
せ
植

え
が
、
私
達
の
家
を
飾

っ
た
こ
と
で
ご
ざ

い

ま
す
。
先
生

に
は
、
常

に
植
物

に
対
し
細
か

偲
ん
で

槙
井
喜
美
子

く
慈
愛
の
眼
を
そ
そ

い
で
お
ら
れ
た

ご
様
子

も
伺
わ
れ
、
温
厚
な
お
人
柄
に
接
し

つ
ヽ
、

い
つ
も
楽
し
く
和
や
か
な
教
室
で
し
た
。
そ

し
て
最
後
の
教
室
と
な
り
ま

し
た
め
の
日
、

病
の
苦

し
み
に
耐
え

つ
ヽ
も
遅
く
ま
で
剪
定

の
実
習
を
し
て

い
た
だ
き
、
今
更
乍
ら

め
の

時
の
お
姿

が
思

い
出
さ
れ
、
そ
れ
が
永
久
の

お
別
れ
に
な
り
ま
し

ょ
う
と
は
。

一
茎
の
時
計
草

の
挿
木
が
、
今
は
数
鉢
に

も
増
え
、
狭

い
わ
が
庭
を
彩
り
、
訪
ね

て
み

え
る
人
々
を
和
や
か
に
お
迎
え
し
て
お
り
ま

す
。
生
徒
同
志
も
、
珍
ら
し

い
花
や
木
が
あ

れ
ば
、
交
換
す
る
な
ど
し
て
、
花

の
縁

で
お

附
き
合

い
も
広
が

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
ｏ
今

春
株
分
け
を
し
て
頂
き
ま

し
た
蘭
も
、
お
教

ぇ
ど
お
り
、
月

一
回
の
施
肥
を
し
て
、
そ
の

成
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
先
、
ど
う
手
入
れ
し
て

い
ヽ
や
ら
、
水
を

や
り
乍
ら
も
、
思

い
は

一
入
で
ご
ざ

い
ま
す
。

椿

の
挿
木
も
苗
床

一
杯
に
力
強
く
活
き
づ

い
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
最
後
の
芽
接
ぎ
と

な
り
ま

し
た
唯

一
本
の
ゆ
す
ら
梅
が
、
夏
の

陽
に
若
枝
を
四
方

に
張

っ
て

い
ま
す
が
、
先

生
が
庭

に
い
て
下
さ
る
よ
う
な
思

い
で
育

て

て
お
り
ま
す
。

過
ぎ

し
三
年
間
、
先
生
よ
り

頂
き
ま

し
た
苗
本
が
、

元
気
に
成
長
し
、
花

が
咲
き
、
実
が
な
り
、
狭

い
庭
は
思

い
出
が

一
杯
で
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
上
は
、
只

々
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し

つ
ヽ
、
頂
き
ま

し
た
花
木

の
手

入
れ
を
、

お
ぼ

つ
か
な

い
ノ
ー
ト
を
め
く
り
乍
ら
、
私



達
お
互

い
に
注
意

し
、
大
切

に
育

て
、
先
生

の
御
霊
に
お
応
え

い
た

し
た

い
も

の
と
願

っ

て
お
り
ま
す
。

終
り

に
拙

い
句

で
ご
ざ

い
ま
す
が
ヽ

”
初
盆
の
師
の
賜
わ
り
し
蘭
を
守

る

文

化

教

室

の

概

要

編

物

教

室

華

道

教

室

コ

l

フ
　
ス

教

室

水

墨

画

教

室

園

教

室

茶
道

（表
千
家
）
教
室

書

道

教

室

硬

筆

習

字

茶
道

（
裏
千
家
）
教
室

着

付

教

室

民

謡

教

室

民

踊

教

室

詩

吟

（
Ｂ

）

教

室

詩

吟

（
Ａ

）

教

室

俳

句

教

室

教

　

室

　

名

各
支
部

七

〓
一三 ○

二
九
一
二
一
四

一
杉
原
　
偲
泉

一
七

一
細
川
　
子
生

人

　

員

未

定

各
支
部
に
て
行
う

橘
高
　
栄

一

川
上
　
正
夫

未

定

大
山

′
カ
エ

片
山
　
正
巳

井
上
　
祥
石

斉
藤
喜
代
子

大
月
須
美
子

大
山
　
伸
泉

竹
井
　
初
香

大
山
　
順
弘

講

　

　

師

渡
辺
　
恵
子

藤
井
　
光
子

相

田

ツ

ル

エ

藤
井
　
孝
子

ｍ国
｛甲
ヽヽ

ス
　
エ

三
宅
　
啓
子

盛
兼

二
三
子

井
上
昌
次
郎

井
上
　
幾
子

谷
井
　
弘
昌

藤

本
　
英
子

原
田
　
晴
夫

運
営
委
員

第

一　

第

二

（
金
）

第
二
。第
四
（月
）
昼

第

一
・
第
三

（火
）

第

一
・
第
二

（
月
）

第

一
・
第

三

（木

第

二

。
第
四

（
金
）

第

二

・
第
四

（月
）

第

一
。
第

二

（
土

毎
週

　

　

　

（火

第

一
・
第

四

（木
）

第

一
。
第
三

（
月
）

第
四
　

　

　

（
土
）

開

　

講

　

日

十

二 十

十

九 八 七 五 四

月

別
閉
講
式

喩

経 市
ケ議
丸 会
見

こヽ

一
　

第

二
水
曜
　
静
裁
教
室

開
講
式

⌒
倉 玉

敷 島
市 発
庁 電
舎
等
見
ヽ
こ

婦

人́

学

級

第

二
水
曜
　
陶
芸
教
室

第

三
水
曜
　
着
付
教
室

反
省
会

子
供
に
上
手
な
読
書
を
さ
せ
る
に
は

父
親
と
子
供
の
つ
な
が
り

民
主
教
育

子
供

の
心
理

屋
外
研
修

（由
加
山
）

子
供

の
性
問
題

反
抗
期

に
対
し
て
の
親

の
あ
り
方

子

供
の

自
主
性
を

育
て
る
,こ

は

開
講
式

家

庭

教

育

学

級

昭
和
五
十
六
年
度

学

級

開

設

計

画

家
庭
教
育
学
激
は
本
年
度
文
部
省
指
定



第
四
回
西
江
原
町
盆
踊
り
大
会
を

省

み

て

体
育
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
長

田
辺
　
　
巽

お
盆
十
三
夜

の
明
月

に
照
ら
さ
れ

て
、
盆

に
は
ま
れ
な
涼
し

い
夜
風
が
肌
を
く
す
ぐ
る

心
地
よ

い
好
天

に
恵
ま
れ
て
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
偏

に
全

町
民
各
位
の
ご
理
解

あ
る
ご
協
力
の
賜
で
あ

る
と
共

に
、
自
治
会
長

・
分
館
長
を
は
じ
め

ご
後
援

下
さ

っ
た
町
婦

人
会
及
び
諸

団
体
役

員
各
位
の
、
奉
仕
的

ご
協
力
に
対
し
ま

し
て

こ
こ
に
紙
上
に
て
厚
く
お

礼

申

し
上

げ

ま

す
。私

は
、

こ
の
度

の
大
会
実
施
委
員
長
と
し

て
、
委
員
の
皆
様
と
、
企
画
運
営
に
当
り
、

無
事
且
盛
会
裡

に
終
了
す

る
こ
と
が
一出
来
ま

し
た
が
、
今
後
の
町
盆
踊
大
会
と
し
て
の
在

り
方
に

つ
い
て
、

こ
の
ま
ま

で
隆
盛
を
望
む

こ
と
が
出
来

る
か
ど
う
か
、
今
後
も

っ
と
全

町
民
老
若
男
女

の
集
う

コ
ざ

ュ
ニ
テ

ィ
の
場

で
な
け
れ
ば
、
と
思
う

の
は
、
独
，
私
だ
け

で
な
く
、
多
く

の
方

々
の
お
感
じ
に
な
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
若

し

本
大
会

に
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
都
合
悪
く

参
加
し
て
い
た
だ
け
な
か

っ
た
と
し
た
な
ら

ば
、
ど
の
よ
う
な
大
会

に
な

っ
た
で
し

ょ
う

か
。
主
催
者

・
共
催
者
共

に
、
反
省

と
研
究

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く

の
問
題
が

あ

る
と
思

い
ま
す
。
西
新
町
に
は
、
子
供
会
主

催
、
自
治
会
婦
人
会
等

の
共
催

で
、
八
月
九

日
夜
、
第
二
回
目
の
盆
踊
大
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
神
戸
部
落
で
は
、
金
曜
会

の
有
志
と
、
子
供
会
で
数
年
来
開
催
さ
れ
て

お
り
、
両
地
区
共

々
、
互

い
に
応
援
参
加
を

し
て
、
大
会
の
盛
り
あ
が
り
を
助
け
合

っ
て

お
ら
れ
る
姿

を
見
ま

し
て
、
何
か
教
え
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。

こ
の
両
者
の
よ
う
な
も

の
が
、

つ
ぎ

つ
ぎ

に
育
成
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
が
町
大
会
に
参
加

し
て
競
演
披
露
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
●

そ
れ

こ
そ
名
実
共
に
、
全
町
民
、

老
若

男
女

の
集

う
、
楽
し

い
憩
の
場
と
な
り
、
帰
省
さ
れ
た

方
も
、
踊
り
の
輸

に
溶
け
こ
め
る
納
涼
盆
踊

大
会

に
な
る
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。

各
部
落

に
分
館
組
織
が
で
き
て
、
公
民
館

活
動

の
隆
盛
に
よ
る
、
平
和
で
潤

い
の
あ
る

住
み
よ

い
町
作
り
を
希

い
、
次
年
度

の
盆
踊

大
会
が
益

々
盛
大

に
開
か
れ
ま
す
こ
と
を
祈

念

い
た
し
ま

し
て
反
省
を
終
り
ま
す
。

ぶ

１

オ

・

・

・

・

・

・

・

オ

ー

ー

ー

ー

囲
碁
倶
楽
部
の
結
成

小
角
部
落
で
は
新
し
く
囲
碁
倶
楽
部
を
結

成
し
よ
う
と
、
八
月
二
日
、
同
好
者
二
十
余

名
が
出
席
し
て
結
成
式
を
行

い
、
先
ず
会
の

名
称
を

「
小
角
囲
碁
倶
楽
部
」
と
決
め
、
部

長
に
、
片
山
日
三
夫
氏

（
六
段
）
を
、
副
部

長
に
定
光
政
志
、
沖
津
誠

一
、
猪
原
茂
隆
、

槙
坂
益

一

（会
計
）
の
五
氏
を
選
び
、
毎
月

第

■
■
一め
日
曜
町
の
午
後
、
囲
碁
を
楽
し

み
■
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
な

っｉた
「一

な
一お
ヽ
他
部
落

の
希
望
者

の
入
会
も

歓
迎

会
費

は
月
額
、
小
角
部
落
会
員
三
〇
〇
円
、

他
部
落
会

員
五
０
０
■

育
ち
つ
つ
あ
る
バ
ン
ド

（楽
団
）

興
譲
館
高
校

一
年
生

の
可
児
大
典
君

（小

角
）

は
、
中
学
校
時
代

か
ら
音
楽
を
愛
好
し
、

同
志
と
楽
団
づ
く
り
が
夢
、
現
在
同
校

の
同

好
者
数
名
と
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
国
家

の
離
れ
の
三
階
を
練
習
場
と
し
て
、
練
習

に

は
げ
ん
で

い
る
。
も
う
か
な
り
の
腕
前

の
可

児
君
の
ド
ラ
ム
を
中
心

に
、

エ
レ
キ
ギ

メ
ー

等
仲

々
に
ぎ
や
か
な
練
習
風
景
、
二
月

の
町

の
文

化
祭

に
は
是
非
町
民

に
聞

い
て
も
ら
お

う
と
高
校
生
ら
し

い
張
り
切
り
振
り
、
実

に

た
の
も

し

い
姿

で

あ

る

。



東
新
町
に
公
民
館
の
建
設

東
新
町
公
民
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
去
る
八
月
十
二
日
（水
）
に
地
鎮
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
志
多
木
組
に
よ

っ
て
工
事
が

進
め
ら
れ
、
九
月
末
頃
上
棟
の
予
定
で
、
施

設
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

位
置
　
東
新
町
森
繁
製
菓
店
前

敷
地
面
積

一
五
九
、
八
五
″

建
物
は
、
鉄
骨
Ａ
Ｌ
Ｃ
造
り
、
三
階
建

延
建
坪

　

一
四
七
、
六
″

（四
四
、
七
七
坪
）

総
工
費

　
一
〓
一七
八
万
四
〇
〇
〇
円

内
　
市
補
助
七
九
二
万
円

（
六
％
）

地
元
負
担
　
五
九
六
万
四
〇
〇
〇
円
で

前
泊
治
会
長
西
江
升
治
ざ
ん
が
建
設
委
員
長

と
な
つ
、
地
区

‐を
挙
げ
て
、
立
派
な
公
民
館

ι
設‐‐‐
″
た
が
第
力
ぎ
れ
一
い
ま
す
。

・尚
、
落
成
は
十
二
月
中
旬
の
予
定

西
新
町
‘
‐ど
も
会
盆
踊
り
大
会

井
原
市
の
各
地
区
の
■

ン
プ
を
切

っ
て
、

輌
晰
町
こ
ど
も
会
は
、
八
月
九
日
夜
、
同
地

区
公
民
館
前
で
、
第
二
回
の
盆
踊
り
大
会
を

開
い
た
ヽ

こ
の
盆
踊
り
に
は
、
こ
ど
も
会
を

は
じ
め
、
自
治
会
ヽ
婦
人
会
や

一
般
の
こ
ど

も
お
年
寄
ら
約
百
五
十
人
が
、
法
被
姿
や
浴

衣
が
け
で
参
加
し
、
ち
ょ
う
ち
ん
で
飾
ら
れ

た
高
さ
約
六
米
の
や
ぐ
ら
の
周
り
を
、
夜
の

更
け
る
の
も
忘
れ
て
、
楽
し
ぐ
踊
り
ま
く

つ

た
。

中
町
こ
ど
も
会
の
行
事

中
町

こ
ど
も
会

で
は
、
去
る
八
月
九
日
Θ

次
の
よ
う
な
楽
し

い
夏
の
行
事

で
有
意
義
に

一
日
を
過
し
た
。

午
前
中
は
、
中
町
公
民
館

（
愛
隣
倶
楽
部
）

で
い
ろ

い
ろ
の
準
備
を
整
え
、
午
後
か
ら
ク

ラ
ブ
の
庭
の
除
草
作
業
を
終
え

て
例
会
、
続

い
て
、
お
待
ち
か
ね

ワ
ー
メ
レ
流
し
で
、
夏

の
冷

い
味

に
お
腹
を
満
た
し
、

三
時
頃
か
ら

会
場
を
雄
神
川
ほ
と
り
の
青
木
被
服
駐
車
場

に
移
し
、
流
れ
出

る
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
合
わ
せ

て
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
に
興
じ
、
夜

に
な

っ
て
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
星
空
の
も
と
、

パ
レ
バ
ン
上

が
る
花
火
大
会
に
、
し
ば
し
、
時

の
た

つ
の

も
忘
れ
、
こ
う
し
て
夏
の
楽
し

い

一
日
を
終

了
し
家
路

に

つ
い
た
。

与

一
立日
頭

作
詞
　
片
山
正
巳

（小
角
）

作
曲
　
沢
田
秀
雄

（
京
都
）

一
、
波
静

か
な
る

屋
島

に
こ
も

る

打
ち
破
ら
ん
と

牟
礼
、
高
松
に

瓜
生
ケ
丘

に

二
、
時

は
今
よ
り

〓還
い
土日
の

寿
永

四
年
の

朝
ま
だ
明
け
ぬ

屋
島

の

い
く
さ

瀬
戸
海

の

平
家
を
ば

義
経
は

到
着

し

陣
を
張
る

八
百
年

物
語
冬

二
月

十
九
日

は
じ
ま
り
ぬ

以
下
十

二
番
略

）

与 一 供 養 塔

一
文
芸
の
泉

一

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

俳
句
″

東
町

槙
井
喜
美
子

帰
省
子
の
助
け
に
捗
る
墓
掃
除

名
も
知
ら
ぬ
花
に
惹
か
る
る
野
辺
の
秋

東
町

藤
井
　
光
子

校
門
に
対
す
山
門
蝉
時
雨

青
瓢
型
と
ヽ
の
ス
今
朝
の
秋

東
町

森
山
　
啓
子

薔
薇
園
の
香
り
の
中
に
ゐ
る
ゆ
と
り

自
転
車
を
降
り
月
見
草
咲
く
道
を

敬
　
老
　
会

と
き
　
　
九
月
十
三
日

（
日
）

と
こ
ろ
　
西
江
原
小
学
校
体
育
館

″記
事
記
載
洩
れ
の
お
詫
び
″

西
江
原
公
民
館
だ
よ
り
第
七
号
の
記
事
の
中

昭
和
五
十
六
年
度
西
江
原
公
民
館

専
門
委
員
会
名
簿
の
福
祉
部
欄
に

の
記
入
洩
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

舷
に
護
ん
で
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

「 壺L)Hヽ′


